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第１章 業務概要

１ー１ 業務目的

本業務は、大網白里市における社会資本長寿命化計画の策定にあたり、大網白里

市が管理する道路隧道（道路トンネル）の点検を行い、その結果のデータベース化

から将来のアセットマネジメントに資する業務の一環である。

具体的には、大網白里市が管理する５隧道（トンネル）の点検結果を使用し、各

隧道の効率的・効果的な補修・更新を実施するメンテナンスサイクルの構築を図り

長寿命化修繕計画の策定（アセットマネジメント）を行うものである。

１－２ 業務概要

１）業 務 名 令和元年度 トンネル長寿命化修繕計画業務

２）業務箇所 大網白里市内

３）実施期間 令和元年 10 月１日～令和２年３月 30日

４）業務内容 トンネル長寿命化修繕計画策定 一式

５）業務担当 大網白里市役所 建設課 道路班

技術士（建設部門 トンネル）、コンクリート診断士

１－３ トンネル位置

別紙の通り

１－４ 業務数量

大網白里市内 ５トンネル

表１．１トンネル一覧表

トンネル名 市道番号・場 所 長さ (m)

１．金谷隧道 市道 1-0061～金谷郷 1583 49.8

２．餅ノ木隧道 市道 2-002～金谷郷 1173 55.4

３．無名トンネル 市道 2-005～ 小中 1636 23.5

４．永田隧道 市道 1-00７～永田 836-１ 31.7

５．砂田隧道 市道 2-0333～萱野 297-1 29.2
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【トンネル位置図】
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１－５ 業務内容

１．トンネル長寿命化修繕計画策定

１）計画

２）現状及びデータ整理

３）アセットマネジメント手法

４）維持管理費の算定

５）長寿命化修繕計画の設定

２．成果品

報告書 １部

電子データ（建設課道路班共有ホルダー）

３．その他

１）千葉県トンネル長寿命化修繕計画マニュアルにより策定する。

２）点検診断は「平成 29年度トンネル点検業務 報告書」に従う。

３）診断結果は個別施設計画に記録する。
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１－６ 業務の流れ

１．業務フロー
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１－６ 参考文献

１）「平成 29年度トンネル点検業務 報告書 大網白里市」

２）千葉県トンネル長寿命化修繕計画
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第２章 対象施設

２ー１ トンネル概要

１．トンネル概要

評価対象とするトンネルは、全て市道の道路施設であり、住民の生活に密接に関

与している。このうち２トンネルは素掘トンネル（裸坑）として覆工を地山のア

ーチクッションで保持していると仮定した（その評価手法はなく確定していな

い）。

トンネルの殆どは大網白里市内の市道部に位置しているが、無名トンネルは隣

接する千葉市と境界を接している（中央部を境界とする）。

・延長 ５トンネル １８９．６ｍ

・幅員 2．5ｍ（標準）

表２．１ トンネル位置

区分 北 緯 東 経 備 考

１．金谷隧道

起点
35.532402 140.294613 地図から取得

10 進数式表示35°31’56.65” 140°17’40.60”

終点

35.532649 140.294076

35°31’

57.54 ”

140°17’38.60”

２．餅ノ木隧道

起点
35.538992 140.305919

同上
35°32’20.37” 140°18’21.30”

終点
35.539389 140.306329

35°32’21.80” 140°18’22.70”

３．無名トンネル

起点
35.518000 140.289212

同上
35°31’04.80” 140°17’21.10”

終点
35.518060 140.289522

35°31’05.02” 140°17’22.20”

４．永田隧道

起点
35.506377 140.303213

同上
35°30’22.96” 140°18’11.50”

終点
35.506223 140.302881

35°30’22.40” 140°18’10.30”

５．砂田隧道

起点
35.504334 140.287819

同上
35°30’15.60” 140°17’16.10”

終点
35.500162 140.287473

35°30’00.58” 140°17’14.90”
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２－２．トンネル点検結果

・トンネル点検結果一覧表

・トンネル対策区分判定と健全性診断一覧表

表２．２ トンネル点検結果一覧表

トンネル名 場 所
長さ

(m)

健

全

性

本体工健全性

備 考
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

１．金谷隧道
市道 1-0061

金谷郷 1583
49.8 Ⅱ ４ ７ ０ ０

機能に異常はない

予防保全が必要。

２．餅ノ木隧道
市道 2-002

金谷郷 1173
55.4 Ⅱ 4 14 0 0

機能に異常はない

予防保全が必要。

３．無名トンネル
市道 2-005

小中 1636
23.5 Ⅲ 0 0 3 0

岩塊崩落の危険があ

る。

早期の対策が必要。

４．永田隧道
市道 1-00７

永田 836-１
31.7 Ⅱ ５ ４ ０ ０

機能に異常はない

予防保全が必要。

５．砂田隧道
市道 2-0333

萱野 297-1
29.2 Ⅱ ０ ２ ０ ０

機能に異常はない

予防保全が必要。
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第３章 アセットマネジメントの検討

３－１ アセットマネジメント手法の検討

市道の現トンネルでは、維持管理計画となる付属施設が少ないため、本体工についての

み維持管理計画を策定する（電燈が一部に設置されているが、保安の目的であり、付属施

設としては管理していない）。

３－２ 健全度ランク及び対策区分判定

１．健全度ランク及び対策判定区分

表３．１、表３．２に健全性判定区分を示す。

表 3.1 健全性の判定区分

表 3.2 対策区分と判定要素
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２．維持管理計画手法

トンネル対策工は、外力、材質劣化、漏水のそれぞれに対して選定されるが、健全度の

状態に関係なく適用され、かつこの工種はある程度限定され、概ね同じ工法となりやす

い。健全度が低下しても変状一箇所当りの対策費は変わらないことになる。ただし、経過

年とともに対策必要箇所が増えることで、トンネル全体としての総コストは増加してい

く。尚、橋梁では、健全度が低下するほど補強や架け換え等で対策費用が増大する考えで

ある。

トンネルはその維持管理の特殊性から、小規模補修を実施しながら延命化を図る予防保

全的な維持管理手法をそのまま適用することには無理がある。そのため、定期点検を実施

しながら、対策実施までの年数を出来る限り引延し、計画的に対策を実施することで、結

果的に将来の対策コストを抑えるような計画的保全手法をとることが必要である。

また、計画トンネルは辺境市道にあることより、交通量等の基礎データがない。よって

施設の重要性や交通量等による優先順位付けは出来ないため、緊急性の高い変状を優先し

て補修補強する維持計画管理とした。

図 3－1 トンネル本体維持管理図

図３－２ 橋梁の健全度概念図
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３－３．補修補強対策工法

１）各トンネルの対策区分の割合

各トンネルの変状原因を外力、材質劣化、漏水で分類すると図 3－３ 変状分類図

の通りである。 対策区分Ⅲがあるのは、材質劣化のみであり、Ⅱaに該当してい

る。

表３－３ 変状数量表

トンネル

名

外 力（ｍ） 材質劣化（ｍ2） 漏 水（㎡）

Ⅳ Ⅲ Ⅱa Ⅱb Ⅳ Ⅲ Ⅱa Ⅱb Ⅳ Ⅲ Ⅱa Ⅱb

金谷隧

道
0.0 0.0 0.0 49.8 0.0 0.0 0.0 18.8 0.0 0.0 0.0 3.0

餅ノ木隧

道
0.0 0.0 0.0 55.4 0.0 0.0 0.0 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無名トン

ネル
0.0 0.0 0.0 23.5 0.0 12.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

永田隧

道
0.0 0.0 0.0 31.7 0.0 0.0 0.0 16.5 0.0 0.0 0.0 0.0

砂田隧

道
0.0 0.0 0.0 29.2 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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２）変状原因

トンネルの変状は外力と材質劣化が中心となっているが、これらのひび割れの原因

と特徴から原因を推定する。

・外力：岩盤は安定しており、地滑り等の外力によるひび割れは想定し難い。木根

による割裂も原因である（坑口部）。

・材質劣化：施工方法によるものとしては、打込み不足、コールドジョイント、お

よび経年劣化（凍害的な劣化）による原因である。

鋼材の錆：経年劣化（漏水に伴い防錆不良になる）

表３－４ ひび割れの原因と特徴



14

図３－３ 変状分類図
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３）代表的な補修対策工

維持管理策定計画において、本体工の補修対策費用を算出する必要がある。トン

ネル変状に合わせた標準的な工法を選定することが望ましい。尚、裸坑トンネルに

ついては、吹付工を劣化防止と支保工の補強を兼ねて選定する。

表３－５ トンネル変状対策工の分類と対策効果
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４）対策費用の算出

工法 内容（想定数量）

概算工事費

（経費込）千円/

ｍ

吹付工 対象面積＝変状面積（㎡） 207

工法 内容（想定数量）

概算工事費

（経費込）千円/

ｍ

ライナープレ

ート覆工法

対象面積＝変状面積（㎡）

組立及び材料費
728
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３－４ 長寿命化計画シナリオの策定

１．対策の優先順位付け

調査地内のトンネルは大網白里市内に位置する同等な条件でのトンネルであり、路

線の重要度によって優先順位を求めることはできない。よって、この差別化として

以下に示す項目によって実施する。尚、重要度は同じ健全性の判定区分である場合

において、対策の優先順位を決めるための指標とする。

表 3.6 優先順位判定表

以上より、対策の優先順位は以下の通りとする。

① 健全度（対策区分）の低いトンネルを最優先とする。

② ①が同順位の場合、②の変状点数の大きいトンネル（スパン）を優先す

る。

③ ②でも同順位の場合、③建設年度の古いトンネルを優先する。

④ トンネル延長と迂回路の有無は参考資料とする（規模や条件が同程度であ

り比較差がない）。

項 目 説 明 理 由 優先度

健全度

（対策区分）

緊急性の高い変状があ

るトンネルを最優先と

する。

利用者の被害の恐れが

ある変状に対して優先

する。

①

変状点数 変状に対して重み付け

を行い、その合計点数

の多いトンネルを優先

する。

変状数が多いことは、

リスクが大きいことで

ある。
②

建設年代 建設年度の古いトンネ

ルを優先する。

一般的に古いトンネル

程劣化が進んでいる。
③

トンネル延長 延長が長いトンネルを

優先する（工事期間が

長い）。

交通規制に伴う利用者

への影響がある。 ④

迂回路の有無 迂回路のないトンネル

を優先する。

利用者への影響が大き

い。
⑤
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変状に対する重み付け

該当トンネルの変状の特徴は以下の通りである。

① 対策区分Ⅳはなく、対策区分Ⅲが１トンネル、Ⅱが４トンネルである。

② 区分Ⅲの変状は材質劣化（支保工の岩盤劣化）である。

③ 材料劣化の内容は、剥落がほとんどである。

④ 漏水量は比較的少ないが、漏水に伴う凍結融解の繰り返しによる材質劣化（亀

裂の拡大）を引き起こしている。

以上より、変状点数付けにおける重み付けを行う。

対策区分 Ⅳ Ⅲ Ⅱa Ⅱb

外 力 ３ ２ １ ０

材質劣化 ４ ３ ２ ０

漏 水 ２ １ １ ０
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２．対策シナリオ

１）対策までの目安年数

管理目標健全度を設定し、その補修時期からシナリオを作成する。事後保全を前提

として不健全なまま状態を許容する場合もあるが、管理目標は、設定する最低限の健

全度を下回らない様に目標を定め、劣化予測年までに修繕計画を行う。

対象トンネルは５施設であるが、経年変状についてのデータはなく、経年劣化予測

は困難である。そのため、トンネルは供用開始が 40 年以上経過したと想定され、健

全度もⅢの国要領を用いることとする。健全度ランクでⅢ→Ⅰまで３段階低下する年

数を 39 年（13 年／１段階）とし、設定した管理目標健全度に対して補修時期を決定

した。

表 3.7 対策区分と目安年数
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２）シナリオ

維持管理の試算には、当該年度に行われた点検結果や補修対策工を反映させた

上で検討を行う。複数のシナリオ案を検討する。

【シナリオ １】

対策する優先順位をトンネル毎に決める。優先順位の高いトンネルから全範

囲の変状（Ⅱa～Ⅳ）の全てに対して一括で対策を実施する。

【シナリオ ２】

トンネルの各スパンを対策区分で分類（Ⅲ以上グループとⅡグループ）し、

グループ毎に優先順位を決める。対策は部位優先対策とする。

【シナリオ ３】

トンネルの各スパンを対策区分で分類（Ⅲ以上グループとⅡグループ）し、

グループ毎に優先順位を決める。対策はスパン一括対策とする。

以上の通り、シナリオとしては３パターンが想起されるが、当該トンネルが延

長的に短く、また劣化も材質劣化に起因しているものが大部分である。つまり、

トンネル変状は部分的な劣化ではなく、ある程度の広がりを有した状況で発生し

ている。よって、この対策は面的になり、小箇所のスパン対策よりトンネル一括

対策が施工性やコスト面でも望ましいと判断される。

シナリオ １：トンネル一括対策 により長寿命化修繕計画を策定する。

（注）

１．対策費は前述の概算費で算出する

２．対策年度：平準化前は単年度施工で完了する

平準化後は目標年度内の平均額に配分する場合（該当無）
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第４章 個別施設計画

４-１．計画概要

（１）基本的事項

大網白里市が管理する市道施設に設置されているトンネル等について、整備後

４０年以上経過した施設が見受けられるようになってきており、今後その数は大幅

に増加することが見込まれている。

（２）対象施設

市トンネル台帳に記載されたトンネルを対象施設として記載する。本計画の対象

とする施設は別紙のとおりである。

・トンネル ５施設

（３）計画期間

施設の状態は、経年劣化等によって変化することから、点検サイクル（５年毎程度）

等を考慮の上、５年間を目安として施設毎に計画期間を設定・記載する。本計画にお

ける施設毎の計画期間は別紙のとおりである。

（４）計画優先度

点検・診断により施設の健全度を評価した上で、施設毎に施設の優先度を設定・記

載する。本計画における施設毎の優先度は別紙のとおりである。

（５）施設の状態等

施設毎に点検・診断を実施し、それぞれの施設に求められる機能を適切に発揮して

いるかを把握したうえで施設毎に現状を記載する。また、初回の計画策定時に点検・

診断を実施していない施設については、点検実施予定時期を施設毎に記載すること

とし、点検・診断実施後に適宜計画を更新する。なお、各施設のデータは、現状の把

握のみならず将来の老朽化の予測等に活用可能な貴重な情報であるため、継続的に

記録・保存するものとする。また、施設の点検・診断の頻度や内容等の基準について

は、「千葉県トンネル長寿命化修繕計画」を参考とする。

（６）対策内容と実施期間

（４）施設の優先度、及び、（５）施設の状態等を踏まえつつ、補修、更新、機能

強化等の必要な対策について検討するとともに、計画する対策内容（工事等の内容）

や実施時期について別紙のとおり計画する。
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（７）対策費用

個別施設ごとの対策費用の概算については別紙のとおりである。なお、この金額は、

計画策定時点における概算額であり、具体の工事発注時における詳細な設計や社会

情勢の変化等により、金額に変動が生じる場合がある。

（８）新技術の活用

新技術等の活用について、公共工事等に関する優れた技術は品質の確保に貢献し、

良質な社会資本の整備により安全の確保、環境の保全・良好な環境の創出等、社会の

形成等に寄与するものであるため、点検方法及び補修工法においては、新技術・新工

法を積極的に活用するよう検討する。

（９）今後の取り組み

今回策定された計画は、トンネル点検に従い、統一的な健全性の診断を示した後、

標準的な工法と単価で画一的に試算したものであり、今後の市財政や点検データの

蓄積、技術の向上により、適宜計画の見直しが必要である。

原則５年に一回の頻度で実施する定期点検により、トンネルの劣化状況を把握し

て維持管理を行い、劣化予測の見直しや検証を実施し、より精度の高い修繕計画にす

ることが望ましい。

同時に、社会資本整備に共通することではあるが、今後の社会情勢に応じてトンネ

ルの機能や役割を常に再検討を行い、災害や経年劣化に伴う事故が起きた場合、人

的・物的被害の拡大が懸念される事から、老朽ストックを効率的に減らせるよう、ト

ンネルの集約・撤去等トンネルの必要性についても検証する必要がある。


